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独立行政法人 製品評価技術基盤機構 を知っていますか 

岡島 清二 
製品評価技術基盤機構(略称ＮＩＴＥ：National Institute of Technology and Evaluation)とは、本所の東京を

含め全国１０ヵ所に施設を置く、経済産業省の出先機関です。(下図１参照)もともとはその名の通り製品の評

価や技術の基盤研究機関でしたが、官から民へのかけ声通りに規模はこれまで縮小の一途でした。しかし皆

さんの記憶に新しい「松下のＦＦ石油暖房機」更に「パロマの瞬間ガス湯沸かし器」の製品事故を機に、「消費

生活用製品安全法」(消安法)が平成１８年１２月に改正され、製品重大事故の届出や安全対策等の強化が為

されたことで業務内容が一変し、多忙な役所に様変わりしました。即ち製品事故の全てが重大事故の場合

は、経済産業省経由で、そうでない事故は直接 NITE へ入り、事故原因究明と再発防止策を講じる手続きが

取られることになったのです。(下図２参照)そこで人員を増やすこと適わず、民間企業ＯＢの委嘱調査員制度

が出来て、北関東支所(桐生市所在)では現在私を含め５名の企業ＯＢが活躍しています。調査員は職員を補

完し、製品事故原因究明のための関連業務全般（事故現場の聞取り、事業者の面談、再現試験や報告書の

作成）更に消費者団体、消防等への啓蒙活動を職務としています。 

これらの動静は、規制緩和の弊害が格差社会という形で顕在化していますが、製品安全についても重大事故

の隠蔽、輸入品の安全欠如等を含め、規制強化への部分修正もやむなしという背景があると考えられます。 

インターネットで「ＮＩＴＥ」「製品事故」等のキーワードで検索すると、興味深い情報が目に留まることでしょう 

 

 

               図１                     図２ 

 

○結び 今回は総論的に業務の内容を紹介しました。限られたページのため細切れになりますが、次回はど

んな製品事故がどれくらい発生しているのか、更に以後は個々の製品事故例の中から「あれ！そんなことが

あるの？？」というようなものや、最近のリコール製品の中身をシリーズで順次紹介していきたいと思います。

それから来年４月より長期使用製品の「点検・表示制度」がスタートします。すでに市町村行政でも回覧版で

紹介されております。この制度の詳細についても紹介をしたいと考えています。いずれも書き下ろしのオリジ

ナル情報です。 歳を重ねたら「何は兎も角 転ばぬ先の杖」知っていれば未然に事故を防ぐことも可能で

す。ご期待ください （本稿へのご意見ご質問は事務局又は筆者宛てメールでお願いします） 

                                     （筆者 岡島 清二 アドレス：cfthh763@ybb.ne.jp） 

 

【 会員投稿 】 

 

● 今月の『一枚の絵 』 (右の作家名をクリックしてご覧ください)  金子 東日和 (春日) 
 

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/ichimainoe0812.pdf
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● 今月の 『 一枚の絵  』  (右の作品名クリック)    四季水彩  「北の寒駅 」 

失敗前の製品事故知識シリーズ（２）   岡島 清二

 図１に年度別収集件数の推移(07’のみ製品別内訳もした)、図２に原因系内訳(06’)を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法改正で 07’の増加が目立ちます。08’は更に増えそうです。原因系では誤使用・不注意が注目です。 

「製品を使う人がもっと注意すべし」と分析結果は示唆しています。そこで事例紹介が役立つ所以では・・・ 

重大事故とは、死亡、重症(全治 30 日以上)、後遺症、ＣＯ中毒、火災に至った事故です。 

図３に重大事故(07’)の被害区分の内訳比を示します。火災が 8 割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４は製品別の重大事故ワースト 18(07’)を示したものです。 

燃焼機器が上位を占めるのは、火災が多いことから納得でしょう。エアコンの上位は意外で、電気 

こんろは一口こんろで馬電も関係が深く、成るほどというところでしょうか、また電気ストーブは 

輸入品の事故が目立っています。扇風機の上位は経年劣化が問題です。変わったところでは電動アシ 

スト自転車が普及台数の割に多いこと。さらに脚立・踏み台等の事故(落下)が多いことも中高年として

は肝に命ずるべきです。石油ファンヒーターが家電製品としては 8 位、全体で 13 位と意外と下位にあ

るのは、個人的に安堵しています。 

 

 

 

 

 

 

【 会員投稿 】 

図１　全体事故収集件数
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 図２  事故原因系別内訳(06年) 
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図４　重大事故　製品別内訳
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  製品重大事故は、事故を知ったときから 10 日以内に、経済産業省製品安

全課(ＭＥＴＩ)へ届け出の義務が、製造及び輸入事業者に生じます。即ち海外製造品は輸

入事業者の責任です。国内法は海外まで適用されません。したがって若し輸入事業者が倒

産して、リコール等の債務履行が出来ないと、使用者(被害者)の補償は・・・泣き寝入り

となります。グローバル化・円高経済の心すべき点です。 
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● 今月の 『 一枚の絵  』  (右の作品名クリック)    四季水彩  「白樺と雪原」 

失敗前の製品事故知識シリーズ（３）   岡島 清二

平成 19年の臨時国会において、「消費生活用製品安全法」が再改正されました。 

前年(18年)の改正に次ぐ、製品事故未然・再発防止策の更なる仕組みが創設されたものです。 

 

① 安全点検制度 

消費者自身による保守が難しく、経年劣化による重大事故発生(特に火災、ＣＯ中毒)のおそれ 

が高い燃焼・大電力系の設置型製品が対象となっています。 

具体的には「標準使用期間」を予め事業者・業界団体が決め、この使用期間を経過した製品に 

対して「点検期間」を設け、所有者に通知を出し、点検作業を実施する制度です。 

換言すれば、現在使用中の当該対象製品は、長期間(おおよそ 10 年前後？)使用しているものは、 

今すぐ保守点検をしないと、「すこぶる危険ですよ」ということになると思います。 

② 安全表示制度 

特定保守製品ほどではないが、それでも経年劣化事故の多い製品が対象です。 

４月１日以後に製造・輸入される対象製品は、長期使用時の「注意喚起の表示」が本体に表示 

されます。見方を変えれば、現在使用されている対象製品は、長期使用していると、火災事故 

発生の危険があるので、古い製品は心して使用するか、廃棄しなさいということになると思い 

ます。これまでに当該対象製品にはどんな事故例があるのか、長期とはどの位か等々、追々紹介 

したいものと考えています。              (岡島記） 

 

【 会員投稿 】 
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訃
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三田 明 さん （ 太田市大島町 享年 ７９ 歳 ）  

２月２１日 ご逝去されました。ご冥福をお祈りすると共に、お知らせします。 

 

 

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/ichimainoe0904.pdf
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● 今月の 『 細野スケッチ 』 (右の作品名クリック)   「エーゲ海に浮かぶサントリーニ島の風景」  

【 会員投稿 】 
今
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失敗前の製品事故知識シリーズ（３）   岡島 清二

 

液体が沸点を超えても、沸騰を起こさない場合があり、これを過熱 

状態といいます。 過熱状態にある液体にちょっとしたショックが加わ 

ると、突然 沸騰が激しく起こります。この現象を「突沸」といいます。 

 事例としては、水、牛乳、豆乳、お酒、コーヒー、スープ、味噌汁 

などですが、その他の飲み物や食べ物でも、発生する可能性があります。 

突沸は加熱源が、ガスこんろ、ＩＨヒーター、電子レンジ等いずれの調理器でも発生します。 

事故例は年間数件ですが、珍しくも危険極まりない事故なので紹介します。 

いずれも予防は加熱前や途中で、よくかき混ぜることそして説明書をよく読み守ることです。 

  ガス火とＩＨヒーター 

ガス火とＩＨ加熱による発生の度合い差は不明ですが、アルミ鍋に 

比べ、ステンレス鍋の方が発生し易いと言えます。 ということは、 

ＩＨの方がステンレス鍋を使う比率が断然高いので、必然的にＩＨ 

の方が話題となります。火力は弱火より強火の方が出易いとの説 

があります。また粘性の高い液体ほど出易いが、水そのものでも 

具やダシを入れた時、起きたという例があります。 

被害状況は吹きこぼれそうになっただけとか、鍋がひっくり返って、 

顔面に大火傷をした例もあります。最初の加熱より再加熱が発生 

し易い(水だけの場合も)ようです。  

最近のステンレス鍋には、「突沸注意」と表示をして販売してい 

るものがあります。沸騰石や鎖付きコーヒー沸し器(下図)等の予防 

アイデア商品も販売されています。過去に、ブランド味噌で多発し 

たことがあり、味噌メーカーで原因を追究して、対策をとったという文献があります。 

 

電子レンジは加熱原理からして、突沸に近い状態で沸騰が起き易いのですが、恐いのは電子レンジ

から、再加熱したものを出して、コーヒーに砂糖を入れたとき又は飲もうとした瞬間に突沸が起きること

です。昔の電子レンジはタイマーを自らセットしたので、突沸が起きてもタイマーのかけ過ぎによる、

「不注意」で処理されたようです。最近の電子レンジは、センサーが自動感知するので、突沸が起き

れば製品が疑われます。そこでメーカーは取扱説明書にしっかりと警告表示を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 
＊突沸は今なおブラックボックスです。 

ある大学では研究室のテーマになっています。 

 

 

 

 
 突沸とは逆の、過冷却による瞬間氷結

現象は、容易に再現できます。たくさんの氷と塩を

混ぜ、そのなかにペットボトルに水を入れて、しばら

く放置します。その後ゆっくりとペットボトルを取り出

し、ショックを与えると瞬時に凍ります。又静かに注

ぐと、瞬間にシャーベットが出来上がります。 

 

突沸防止の鎖付 

コーヒー沸し器 

 
訃

報 

 

糸井  功 さん （ 太田市新田木崎町 享年 ７３ 歳 ）  

６月２４日ご逝去されました。ご冥福をお祈りすると共に、お知らせします。 

 

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono0908.pdf
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 製品事故例照会 再開のお知らせ       （ 岡島清二 記 ） 

会報愛読者の皆さん、１年間のご無沙汰でした。又シリーズ投稿を再開させていただきます。 

この間、「消費者庁の発足」、そして「政権交代」があり、又「トヨタ車の欠陥」騒ぎや、幼子の「ガス

ライター事故」「パロマ湯沸し器有罪判決」等々、製品事故に関する話題には、事欠きませんでした。 

なれど、「身近で起きていて、あまり知られず、意外な事故」に絞って照会し、未然防止にそして、い

つも暇と脳力を持て余している会員の皆さんに、少しでも清涼剤になればと思っております。  

是非、ご家族、近隣・老人会等々で、酒飲み話で流布してもらえれば幸いです。                   

ご意見・ご質問等は、事務局又は筆者メールアドレス：cfthh763@ybb.ne.jpへ、ご一報ください。  

 過去に投稿した会報バックナンバーです。＜ここ＞をクリックしてご覧ください。 

・ シリーズ①「独立行政法人ＮＩＴＥを知ってますか・・」(№１８８) 平成20年12月号 

・ シリーズ②「製品事故の発生状況について」      (№１９０) 平成21年2月号 

・ シリーズ③「長期使用製品安全点検表示制度」     (№１９２) 平成21年4月号 

・ シリーズ④「突沸って知ってますか・・・」      (№１９６)  平成21年８月号 

                          

残暑厳しい折 扇風機 による火災事故を 紹介しましょう

 長期使用の扇風機で火災事故が発生しています。シリーズ②で07年

度の発生件数を照会しました。その後 08年、09年と減尐傾向ですが、

相変わらず電気製品のワーストクラスです。 主たる原因は、進相用コ

ンデンサが古いものは、ペーパー式であったため、経年劣化で過熱・

発火に至るものです。モータカバーが金属からプラスチックになって、

火災拡大するようになったのですが、当時の設計者や品証マンも、夢

のまた夢であったはずです。 最近のコンデンサはフィルム式に進化し、

その危険はありません。 一般的に 15年前位のものは危険、20年にな

ると非常に危険です。思い切って処分・買換えして、内需拡大にご協力

しましょう。   (換気扇も同様ぺーパーコンを使用していました)  

＊左写真(含動画)はNITEで、再現実験し公開したものです。発煙から

発火まで瞬く間なので、機敏な人でも消火にはタジタジです。就寝中な

ら身の危険に曝されます。                                                 

  ネットの読者には、特別に動画をお見せします。 上の写真上をクリックしてご覧ください。 

 
 

 

 

 

【 会員投稿 】 失敗前の製品事故知識シリーズ ⑤ 

 最近プロペラのない扇風機(右写真)があるのを知っていま

すか・・サイクロン掃除機で有名なダイソンの新商品ですが、原理は円周

状の隙間から勢いよく風を吹き出すことにより、周囲の空気を巻き込むエ

ジェクター効果を利用したものです。 我々現役時代には、考えもつかな

かったアイデア商品に出合うと、心がうずきつつ、ローテクもまだまだ捨

てたものではない、と安堵もします。  菱の実会員の皆さん、暇つぶし・

脳攪拌に、考案・珍案にチャレンジしましょう。散歩コースに百円ショップ

を入れ、変化の風を直に感じましょう。・・・ジャンボ宝くじより一攫千金の

近道かも・・・ 

● 今月の 『 細野スケッチ 』 (右の作品名をクリックしてご覧下さい) 「アルベロベッロ」 

mailto:cfthh763@ybb.ne.jp
http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/okajima1-4.pdf
http://www.nite.go.jp/jiko/poster/swf/001.swf
http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono1010.pdf
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火のない洗濯物から発煙・発火     (岡島清二記) 

今回は火の気のないところで、火災になるという、こわーい話です。 

全自動洗濯乾燥機がなかった、我々の青春・子育て時代には、思いもよらない事故例です。  

４年程前に原因究明され、その後

も全国で、年間４～５件起きていま

す。洗濯後でも繊維間に、僅かなが

ら油分が残り、実際 NITE の実験で

も、自然発火が再現しました。 

素材は異なりますが、同じ酸化現

象として、「使いすてカイロ」の加熱

原理を考えると理解し易いでしょう。  

 

注1）アロマオイルは高価で、タオルに

大量に付着する程使用しないと、その

道のプロから叱られています。「美容

（マッサージ）オイル」と読替ください。 

注 2）油の性質から植物油が発生し易

いようです。鉱物油(機械屋の作業着

等)は大丈夫です。 

ネットの読者には、特別に動画をお見せします。 上の写真上をクリックしてご覧ください。 

     

                  

 

順位 氏 名 GRS NET 

優勝 竹沢 宏 81 70.2 

準優勝 益子 喜雄 89 71.0 

３位 鈴木 清一 81 71.4 

４位 関根 詔三 80 71.6 

５位 川口  博 90 72.0 

６位 小林 初男 75 72.6 

７位 島田 十助 86 72.8 

8位 須永 幸江 97 73.0 

9位 須永 光雄 85 73.0 

10位 大竹  操 83 73.4 

 

【 会員投稿 】 失敗前の製品事故知識シリーズ ⑥ 

知っ得メモ 天ぷら油や塗料を拭いた布やテッシュ、又生ゴミ中に捨てた乾燥剤も、自然発火の原因
となります。逆に生石灰と水の発熱反応を利用した、富久娘酒造の「燗番娘」という、木枯らし吹きすさ
む時季、キオスクで売っている優れ者があります。                 
どんな原理・原則も未知は事故に繋がり、熟知して工夫を加えれば、新製品が生まれるのですね 
なお、人間の体もある条件さえ揃うと、自然発火し炎の勢いで肉体が数分で灰塵に化すとか・・・大酒
のみの人は特に注意必要かも？ 

第第４４８８回回  ゴゴルルフフ愛愛好好会会ココンンペペ報報告告 

● 今月の 『 細野スケッチ 』 (右の作品名をクリックしてご覧下さい) 「カステルモーラ」 

１０月１２日（火）に上武ゴルフ場に於いて、第４８回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。今回は１０月中旬のトッ
プシーズンでの開催でしたが、行楽シーズンでもあって他の行事と重なってしまった人も多く最終的には３１名
の方に参加して頂き盛大に開催されました。当日はスタート時曇りで途中一時的に傘をさす場面もありましたが
前半の途中から太陽が出て半袖で丁度良い天候で、コースコンデションも真夏の水不足で焼けた芝も回復して
最高の状態になり気持ちの良いゴルフをエンジョイすることが出来た事と思います。結果は最大限ハンデキャッ
プに恵まれて竹沢宏さんが優勝しました。次回の大会は１２月２日（木）を予定しています。（上武ゴルフ場） 

 

http://www.nite.go.jp/jiko/poster/swf/028.swf
http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono1011.pdf


知っ得メモ  「スマートグリッド」・・日本では「次世代送電網」と言い、出力バラツキが大きい風力発電の取り込みや

消費電力量を、デジタル制御し送電効率を図ること。思うに深夜電力温水器はその先駆けであったようです。なお

日本は 50 と 60ヘルツがあり、現役時代に電子レンジや食洗機の開発評価で苦労しました。しかし現在はインバー

タ制御が進化し、電子レンジの重たいトランスはなくなり、エアコン、冷蔵庫の消費電力量は１５年前の約半分に消

エネしています。この技術は世界に冠たるもので、某企業ではパワーＩＣに特化し、半導体生産世界一の座をサム

スン電子より奪取すべく狙っているそうです。日本の技術進歩は周波数の違いという課題が、あったからこそと考え

られるのでは・・・因みに送電技術も日本は世界トップクラスで、スマートグリッドは却って、完成度の高い現行システ

ムを混乱するとの障壁があるそうです。しかし日本列島に効率のよい高圧直流送電線を通すとの構想があります。

それを韓国、中国へ延長する夢もあるそうです。・・・因みに韓国 60、中国 50ヘルツです。驚嘆！ 
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失敗前の製品事故知識シリーズ ⑦ 

 電気製品で  最も火災事故の多い エアコン の照会です        (岡島清二記) 

 ちょっぴり古い新聞記事ですが、こんなのを見たという人もいると思いますが・・・ 

・朝日新聞 2008年 5月８日付夕刊 

・しんぶん赤旗 2008年 5月 8日付 

その後は、マスコミ報道はされていません。因って特別にオリジナルデータを掲載しました。いくつかの

企業が、リコール対応をしていますので、その成果？外機の件数は減尐トレンドを示し、全体も０９年は

下がってきました。しかし電気製品でエアコンがワーストクラスにあること

は変っていません。 

 では、何が原因で・・・個別には部品が劣化したとか、工事ミスで接続

部が過熱した。又プラグのトラッキング、雨水・結露等々ありますが、根

本的には 15～20年前、それなりに製品のライフエンドを考慮した設計を

していたものの、屋外設置の長期暴露ストレスが、想定以上に過酷であ

った。という私的見解です。 ならば、消費者としての未然防止策は如何に・・日常・始業点検とプロによ

る早めの診断、だまし騙しの使用は絶対に避けることです。全く、愛車や健康管理と同じですね・・・但し

身体と違って、物はある程度の段階で、「見切る」という素晴らしい措置があります。 そうすることで内需

は拡大するし、省エネにもなります。何といっても静かで快適な生活をエンジョイできるのです。    

まさに一石三鳥というところです。    

エアコンに潜む危険・・・               

この１年間に経産省に、寄せられた重大事故報告は１１９０件、事故原因と疑われる段階のもの

も含め、エアコンの事故とされたのは７１件あった。ガスコンロの８１件を下回ったが、石油ス

トーブの４６件、ガス風呂釜の３８件よりも多かった。・・・    

  (件数詳細は筆者投稿シリーズ②を参照方) 

エアコンで発煙・発火事故が多発 大半が室外機の事故です。                           

 この１年、７３件中５０件が室外機による事故です。主な事故例を記載すると (一部抜粋)                               

０８年 １月 東京都  運転中に異音がして確認すると、当該製品から発煙していた。 

０７年１２月 千葉県  「ボン」という音がして、外に出ると当該機内部から発煙していた。 

０７年 ９月 東京都  ブレーカーが落ち、数回を繰り返すと落ちなくなった。そのまま使用し 

室外機から発煙 

０７年 ８月 熊本県  運転中に当該機周辺から煙が出ているのを確認。 

０７年 ７月 兵庫県  運転約５分後に室内機から発煙したため、コンセントを抜いた。                                                                                                           
 

● 今月の 『 細野スケッチ 』 (右の作品名をクリックしてご覧下さい) 「シチリアの路地 」 

【 会員投稿 】 

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono2011-02.pdf

